















われる説法では、しばしばウェタンダラ王子が言及される。寄進は物への執着を捨て、他人に捧げる純粋な喜びに繋がるだろう。ただ難しさも存在 、在家信者内で競い合ったり、見栄を張って 寄進などもある。また 善い人であるのだが周りに見境なく喜捨しすぎ、商売の元手を失 は親類に金を借りるという女性がいたが、親類や周りの人々は彼女を「必要なところに寄付すべき」で「そこ でウェタンダラするな」と諫めるのであった。つまり 一般社会における望ましい寄進は、むしろ、それなりのマネージメントが求められるともいえる。　
さて、二〇一〇年から「世界寄付指数」というものが英
国のチャリティー財団により発表されている。こ は他人をどれほど助けたか、ど ほど寄付や労働奉仕 従事 たかなどを広く調査し、国別に順位 付けたものであ二〇一四年には米国とミャ マーが一位となった。世界で
最も豊かな国と貧しいといわれる国が同時に一位を獲得したと話題になったものである。私も数年前からローカルな社会奉仕団体に興味を持っており、学術振興会の科学研究費を得て、宗教ＮＧＯに関する共同研究を行っている。目的は寄進の展開や変容を追うこと　
民主舵取りは進みつつあるが、宗教・民族対立も存在し、



















彼らを残して出家し ければならない 妻 への執着 断のは、出家 は必須の考え方といえよう ただ、文学作品として、いわば普通の人間の家族愛、思 やり 離別とさ・けいこ
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